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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

１９９２年に公布された水道水の水質基準（厚生省令第６９号、平成４年１２月２１日）では、従

来からの乳糖ブイヨン培地およびブリリアントグリーン乳糖胆汁ブイヨン培地法（ＬＢ－ＢＧＬＢ培

地法）に加えて、特定酵素基質培地法（ＭＭＯ注１－ＭＵＧ注２培地法）が追加採用された１）。 

ＭＭＯ－ＭＵＧ培地の成分としては、２種類の合成酵素基質と数種類の無機塩類が目的とす

る細菌にとって必要最少限の栄養素として含まれている。さらに、その他のグラム陽性菌等の発

育を抑制する成分が含まれている。２種類の合成酵素基質とは、大腸菌群を検出するための基

質であるＯＮＰＧ注３と大腸菌を検出するためのＭＵＧである。本培地を用いた試験は１８～２４時

間以内に終了し、ＬＢ－ＢＧＬＢ培地法のような推定試験や確定試験等を必要としないのが特徴

である。しかし、培地成分には詳細不明で一般では入手できない成分が含まれるので、自家調

製が不可能であり、現在１社のみが製造し供給する輸入品に頼らざるを得ないという異例の事

態が続いている。そこで、より安価な国内生産品の登場が期待されている２）。 

ここ数年間に合成酵素基質培地が弊社の「コリターグ」をはじめ数社（表表表表１１１１：培地番号②～⑥）

から発売され、実用評価試験結果３）なども報告されている。 

これらを踏まえて日本水道協会水質試験方法等調査委員会は、「大腸菌群検査試薬の性能

評価試験」として１９９７年に「標準菌株を用いた評価試験（１次分）」および１９９８年に「環境水を

用いた評価試験（２次分）」の実施要領を開示した。これに対して４社（表表表表１１１１：培地番号②～⑤が最

終の２次試験まで実施しその試験結果を提出した。その結果は、１９９９年５月の第５０回全国水

道研究発表会４）５）で発表され、日本水道協会から検討結果の詳細が水道協会雑誌に投稿され

る予定である。また、この内の２培地が、西暦２０００年改訂発行される、上水試験法に追加採用

される予定となっている。 

そこで、弊社の「コリターグ」を紹介する。 

  

２２２２．．．．コリターグコリターグコリターグコリターグのののの概要概要概要概要 

 

コリターグは飲料水や河川水、水泳プール水などの試料から大腸菌群および大腸菌を選択的

に、より高感度に、しかも簡単な操作で迅速に検出できるように研究改良された液体培地であ

る。 

２２２２．．．．１１１１．．．．品目品目品目品目・・・・仕様仕様仕様仕様 

コリターグはγ線を照射した滅菌容器に液体培地が無菌的に分注されたもので、次の２種類

の剤型の商品がある。 

１）コリターグＬ－５０： 

 培地内容量５０ｍＬ、検水量５０ｍＬ 

２）コリターグＬ－１０： 

 培地内容量１０ｍＬ、検水量１０ｍＬ 

２２２２．．．．２２２２．．．．反応機構反応機構反応機構反応機構 

本培地は、ＯＮＰＧとＭＵＧの２種類の合成酵素基質が含まれている。大腸菌群に固有の酵素

であるβ－ガラクトシダーゼが培地に含まれているＩＰＴＧによって活性化されＯＮＰＧが加水分解

され、ο－ニトロフェノールが生成され、培地が黄変する（（（（図図図図１１１１））））。 

また、ＭＵＧが大腸菌に固有の酵素であるβ－グルクロニダーゼによって加水分解され、４－

メチルウンべリフェロンが生成され、培地に３６０ｎｍ付近の紫外線を照射することにより、青白色

の蛍光を発する（（（（図図図図２２２２））））。 

また、インドール源としてトリプトファンが添加されているので、培養後にコバック試薬を添加す

 

水中水中水中水中のののの大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群およびおよびおよびおよび大腸菌検出用大腸菌検出用大腸菌検出用大腸菌検出用 

特定酵素基質培地特定酵素基質培地特定酵素基質培地特定酵素基質培地のののの紹介紹介紹介紹介 
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ることによってインドール産生性が試験できる。従来の乳糖含有培地では、乳糖の分解によって

培地が酸性となり、トリプトファナーゼが不活化されるためにインドール産生性を試験することが

できなかったが、乳糖の代わりにＯＮＰＧを用いることにより試験が可能となった。 

大腸菌の多くの菌種は、インドール陽性であることから、β－ガラクトシダーゼ産生性およびβ－

グルクロニダーゼ産生性の試験と合わせることで試験結果の信頼性が一層高くなる。また、β－

クルクロニダーゼ活性の弱い例外的な大腸菌や腸管出血性大腸菌のようにβ－グルクロニダー

ゼ陰性菌の検索にも有効である。 

本培地にはトリプトースが窒素源や発育素として添加され、さらに培地のｐＨが６．２に調製さ

れているので、飲料水や河川水、プール水中にまれに存在する細胞壁に損傷を受けた大腸菌群

および大腸菌でも、その損傷細胞が復活、増殖する。その際、培地中のトリメチルアミン－Ｎ－オ

キサイド（ＴＭＡＯ）がトリメチルアミン（ＴＭＯ）に還元され、培地がｐＨ７～８に自動調製され、ＯＮＰ

ＧやＭＵＧの加水分解が促進し培地色の変化が明瞭となり、３５～３７℃、１６～２０時間培養後

に大腸菌群および大腸菌を検出することができる。 

２２２２．．．．３３３３．．．．比較試験結果比較試験結果比較試験結果比較試験結果 

第５０回全国水道研究発表会の報告４）５）では、表２のとおり塩素処理した環境水で陰性となっ

たデータの回数は、コリターグは２回で公定２法よりも少なく、４８時間後にはすべて陽性に転換

した。また、コリターグは２４時間培養でも従来のＭＭＯ－ＭＵＧ培地よりも全般に高い検出率を

示すことが認められた。 

弊社の評価試験結果では、環境水およびその塩素処理後の試料を２４時間培養した場合にＭ

ＭＯ－ＭＵＧ培地と比較すると、表３のとおり検出感度が高く、原水ＣおよびＤで単離された菌種

は、Ｃitrobacter ｄｅｖｅｒｓｕｓであった。 Ｇ．Ｗ．Ｃｈａｎｇ６）７）は、コリターグが合成酵素基質以外に

トリプトースやＩＰＴＧ、ＴＭＡＯなどが含まれ、ｐＨの自動調整機能があるので、損傷性の細菌が回

復しやすいことが考えられると報告している。コリターグは、公定２法のＬＢ－ＢＧＬＢ培地やＭＭ

Ｏ－ＭＵＧ培地で見落としがちだった大腸菌群および大腸菌も検出できることが確認された。 

 

３３３３．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 
 

環境水や塩素処理後の試料では、共存する細菌や爽雑物の影響を含めて目的とする細菌の

全ての挙動を検証することは不可能である。しかし、弊社では今後、判定された大腸菌群および

大腸菌を菌種レベルで同定し、できうる限り幅広い細菌の培地内の挙動などを検証し、その結果

を遂次報告していく予定である。今回紹介したコリターグは、能率的でかつ経済的な検査に十分

寄与するものと確信する。 
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β-Ｄ-グルクロニダーゼ 

 

 

加水分解 

ｐＨ７～８ 

 

表表表表１１１１    合成酵素基質合成酵素基質合成酵素基質合成酵素基質をををを配合配合配合配合したしたしたした市販培地市販培地市販培地市販培地    

培地番号 ①MMO-MUG 培地 ②コリターグ ③ ④ ⑤ ⑥ 

製品形態 
滅菌パック（容器） 

入り粉末 

滅菌容器入り    

液体 

滅菌容器入り    

粉末（顆粒） 
粉末（顆粒） 

滅菌容器入り 

粉末 
粉末（顆粒） 

培地の滅菌法 ？ ろ過滅菌 γ線照射滅菌 － γ線照射滅菌 － 

事前滅菌処理試験用

滅菌容器 

不   要         

別途必要 

不   要         

不   要 

不   要         

不   要 

用時滅菌       

別途必要 

不   要          

不   要 

用時滅菌       

別途必要 

使用時の培地ｐＨ ７．３±０．１ ６．２±０．１ 記述なし ７．１±０．１ 記述なし ７．３±０．１ 

インドール反応 不可 可 可 記述なし 記述なし 可 

内容成分（ｇ／Ｌ） １４．２３３５ｇ／Ｌ １２．８５ｇ／Ｌ １７．０ｇ／Ｌ １７．４ｇ／Ｌ １７．０ｇ／Ｌ １７．０ｇ／Ｌ 

合成基質－１ ＯＮＰＧ注３ ＯＮＰＧ Ｘ－ＧＡＬ注４ Ｘ－ＧＡＬ Ｘ－ＧＡＬ Ｘ－ＧＡＬ 

合成基質－２ ＭＵＧ注２ ＭＵＧ ＭＵＧ ＭＵＧ ＭＵＧ ＭＵＧ 

その他の特記成分 － ＩＰＴＧ注５ ＩＰＴＧ － ＩＰＴＧ 

  － トリプトース トリプトース トリプトース トリプトース 

  － トリプトファン － － トリプトファン 

  ソラニウム － ペプトン ソルビトール ソルビトール 

  アムホテリシンＢ － 

非公開 

ピルビン酸Ｎａ － － 

注１：Ｍinimum Medium ONPG 

注２：４－メチルウンベリフェリル－β－Ｄ－グルクロニド  

注３：ο－ニトロフェニル－β－Ｄ－ガラクトピラノシド 

注４：５－ブロモ－４－クロロ－３－インドリル－β－Ｄ－ガラクトピラノシド 

注５：イソプロピル－β－Ｄ－チオガラクトピラノシド 
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図図図図１１１１    大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群ののののββββ----ガラクトシダーゼガラクトシダーゼガラクトシダーゼガラクトシダーゼ反応反応反応反応    

図図図図２２２２    大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌ののののββββ----グルクロニダーゼグルクロニダーゼグルクロニダーゼグルクロニダーゼ反応反応反応反応    
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コリターグコリターグコリターグコリターグ            

MMOMMOMMOMMO 法陰性法陰性法陰性法陰性    

    

LBLBLBLB 法陰性法陰性法陰性法陰性    
陰性陰性陰性陰性    48hr48hr48hr48hr 陽性陽性陽性陽性    48hr48hr48hr48hr 陰性陰性陰性陰性    

DDDD 社社社社    ４４４４    ６６６６    ２２２２    ２２２２    ００００    

 

表表表表２２２２    陰性陰性陰性陰性となったとなったとなったとなった回数回数回数回数    

反応反応反応反応////原水原水原水原水    AAAA    BBBB    CCCC    DDDD    EEEE    FFFF    GGGG    HHHH    平均値平均値平均値平均値    偏偏偏偏    差差差差    

大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群注注注注６６６６    －－－－注注注注８８８８    1.501.501.501.50    8.248.248.248.24    7.7.7.7.04040404    0.940.940.940.94    1.001.001.001.00    1.441.441.441.44    0.710.710.710.71    2.982.982.982.98    3.1543.1543.1543.154    

大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌注注注注７７７７    ----    1.801.801.801.80    1.891.891.891.89    1.001.001.001.00    1.001.001.001.00    1.201.201.201.20    3.083.083.083.08    1.691.691.691.69    1.671.671.671.67    0.7270.7270.7270.727    

表表表表３３３３    環境水中環境水中環境水中環境水中のののの大腸菌群大腸菌群大腸菌群大腸菌群およびおよびおよびおよび大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌のののの検出感度比較検出感度比較検出感度比較検出感度比較    

注注注注６６６６：：：：MMOMMOMMOMMO----MUGMUGMUGMUG 培地培地培地培地でででで２４２４２４２４時間培養後時間培養後時間培養後時間培養後のののの ONPGONPGONPGONPG 陽性反応陽性反応陽性反応陽性反応のののの MPNMPNMPNMPN とととと１１１１としてとしてとしてとしてコリターグコリターグコリターグコリターグ法法法法のののの検出感度比検出感度比検出感度比検出感度比をををを計算計算計算計算    

注注注注７７７７：：：：MMOMMOMMOMMO----MUGMUGMUGMUG 培地培地培地培地でででで２４２４２４２４時間培養後時間培養後時間培養後時間培養後のののの MUGMUGMUGMUG 陽性反応陽性反応陽性反応陽性反応のののの MPNMPNMPNMPN をををを１１１１としとしとしとしててててコリターグコリターグコリターグコリターグ法法法法のののの検出感度比検出感度比検出感度比検出感度比をををを計算計算計算計算    

注注注注８８８８：：：：MMOMMOMMOMMO----MUGMUGMUGMUG 培地培地培地培地とととと比較比較比較比較するとするとするとすると感度差感度差感度差感度差がががが非常非常非常非常にににに大大大大きいきいきいきい菌菌菌菌のののの混在混在混在混在がががが確認確認確認確認されたためされたためされたためされたため、、、、平均値平均値平均値平均値のののの計算計算計算計算からからからから除外除外除外除外したしたしたした    


